
こども教育学科 髙田佳孝

小規模小学校における
効果的な体育学習のあり方

－組み合わせ単元の実践をとおして－
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研究の背景

文部科学省（2018）「学校基本調査」において、児童数が7名以下
の特別支援学級を含まない学級が、全国の公立小学校には4000程
度存在する

相互交流の相手が限定されるので、生活経験や学習経験が豊か
にならず発展性に乏しい傾向をもつ

互いに意見を出し合いながら思考を深めたり、教え合いながら知
識や技能を習得したりする協働的な学習が実施しにくい状況

妥協的になりやすく厳しい態度や活発な討議が展開しない
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小学校児童の調査結果（令和元年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」）

表1．実技に関する調査結果
（１）各種目の平均値と体力合計点の経年変化
〇女子
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※最高値はピンク、最低値はブルーで網掛けしている
※50ｍ走は、値が小さいほど記録が優れている



小学校児童の調査結果（令和元年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」）

表1．実技に関する調査結果
（２）各種目の平均値と体力合計点の経年変化
〇男子
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※最高値はピンク、最低値はブルーで網掛けしている
※50ｍ走は、値が小さいほど記録が優れている



研究の背景

集団スポーツにおけるチーム編成がしにくい

ボールゲーム・リレーの指導が困難である

技能差が大きく指導が焦点化しにくい

同学年の児童の中で体力・能力の差が大きく、運動嫌いな児童に
意欲の低下が見られる

作戦を考えたり、互いの運動を見て教え合ったりすることの多い
体育授業では、他教科に比べ、課題が多く見られる
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研究の背景

広く場を使って運動できることや、待ち時間もなく、その運動に取り組
めることは、メリット

教師が指導する際、個々の児童にまで目が行き届くことも長所

同じ動きを繰り返したりすることにより、取り組む意欲が半減する場
合も多く見受けられる

回数を競う内容や繰り返し同じ動きをおこなう運動については、休
む間もなく活動することとなり、体力の限界を早くむかえる

基本的な技能の習得に時間を要する領域については、「組み合わ
せ単元」という授業スタイルが適切である
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研究の背景
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「組み合わせ単元」とは
１時間（小学校は45分）に２つ以上の教材を組み合わせる授業スタイル

ねらい…運動の頻度と期間を保証することで、子どもの運動感覚、運動技能
が身につきやすくなる

小学校期の子どもは、神経系の配線を多用に形成するため、短い時間で高
い集中力を発揮し、常に新しいものに興味が移っていくという特徴をもってい
る。従って組み合わせ単元はこの時期の発達段階にも見合っている。

（筑波大学附属小学校体育研究部、2017）

１ ２ ３ ４ ５

40分×5回

組み合わせ単元の授業時間数

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

20分×10回

他教材（20分）

図１．組み合わせ単元例

単独単元の授業時間数

単独単元５時間計画の教材は、
組み合わせ単元のスタイルだと、
授業10回分となる。授業の期間
を長く、回数を多くすることで定着
を図る。



本研究に関連した先行研究

グループワーク

◇高瀬ら（２０１４、20１５）ベースボール型、ネット型、ゴール型の体育
授業の事例研究長坂（2020）運動量の確保のため身体を動かす
ことを前提に，子どもたちが
◇清水ら（２０１５）体つくり運動の内容・方法の検討森（2018）体育
と保健の関連を図るための方策
◇高瀬ら（2018）ベースボール型授業の教材開発事例森田
（2021）モデルとなる年間指導計画例の必要性
◇黒原ら（20１９）単元構造図による授業検討

※ボール運動（ゲーム）領域や体つくり運動の実践が中心
→他の運動領域や他領域の教材開発までは、至っていない〇上

ら（2020）アクションリサーチを活用した関連させたプロジェクト学習」
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本研究の目的

本研究では、小規模小学校の高学年少人数学級を対象と
し、組み合わせ単元を導入した授業実践をおこない、その有
効性について検討する
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〈 組み合わせ単元〉

①器械運動 ②体の動きを高める運動
「マット運動」 「持久走」 「短縄跳び」



本研究の方法

【研究期間と対象児童】
期間： 2021年11月中旬～12月初旬
対象：滋賀県A小学校 5・6年生 10名

（5年生5名、6年生5名）

【単元及び教材について】
組み合わせ単元
→器械運動（マット運動）6時間
→持久走2時間、短縄跳び2時間

●他教科との違い、どちらの教材も、主教材と捉え構成
●両教材とも基礎感覚づくりと、高次の技能習得を狙う
教材
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本研究の方法
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全
10H

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

3分 ①準備運動・予備運動（体の動きを高める運動含む）

15分

②体の動きを高める運動

持久走 短縄跳び

25分

③マット運動

基本的な技の習得 各自の課題への挑戦 発表会

2分 ④まとめ・振り返り（カード記入）

表２．組み合わせ単元計画（全10時間）



本研究の方法
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表3．単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

持
久
走
・
短
縄

・巧みな動きや動きを持続
する能力を高めるための運
動の行い方を知っている。

・巧みな動きや動きを持続す
る能力を高めるための運動
ができる。

・自分の体の状態や体力に応じ
て、運動のおこない方を選んで
いる。

・自分や仲間の考えたことを友
だちに伝えている。

・体の動きを高める運動に、積極
的に取り組もうとしている。

・順番や約束を守り、助け合って
運動をしようとしている。

・場や用具の安全に気をつけて
いる。

マ
ッ
ト
運
動

・マット運動の回転系や巧技
系の基本的な技の行い方を
知っている。

・回転系や巧技系の基本的な
技や発展技をおこなったり、
それらを繰り返したり組み合
わせたりすることができる。

・自分の能力に適した課題の解
決の仕方や技の組み合わせを
選んでいる。

・友だちのよい動きを見つけたり、
考えたりしたことを友だちに伝
えている。

・マット運動に積極的に取り組も
うとしている。

・順番や約束を守り合って運動
をしようとしている。

・場や器械・器具の安全に気を
つけている。



本研究の方法

【分析方法】

・ビデオ撮影
・児童と教師の逐語録
・観察記録
・学習カード

・児童の発言
・言葉がけ
・動きの変容
・評価規準
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結果

1.2時間目の授業から

【マット運動】
・既習内容を振り返る→現時点で、できる技の確認
⇒個人によって技能差
・回転系、巧技系の基本的な技
⇒友だちにアドバイスをする、お互いの技について観察する

【持久走】
・折り返し走→子どものたち自身での距離設定
⇒短い距離設定により目標達成
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結果

3.4時間目の授業から

【マット運動】
・回転系、巧技系の基本的な技の習得
⇒タブレットの活用、アドバイス
⇒短時間で集中、技の習得にも集中力が途切れなかった

【持久走】
・20秒間走
⇒走る距離、スピード 増
⇒励まし合い
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結果

5.6時間目の授業から

【マット運動】
・技の精度を高める、できる技の種類を増やす
・後転、開脚前転、伸膝前転、伸膝後転、倒立、倒立前転
三点倒立、側方倒立回転、とび前転などの技の習得
⇒技の獲得、技のコツを共有、アドバイス

【持久走】
・ペア学習→集団
⇒スピードを意識
【短縄跳び】
・跳べる技の確認
⇒技能差
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結果

7～10時間目の授業から

【マット運動】
・発表会にむけての練習→集団マット（シンクロマット）
⇒集団マットの内容、構成は子どもたちの話し合いで決定
⇒技の組み合わせ、タイミングなど試行錯誤
・学習のまとめとして発表会

【短縄跳び】
・できる技に挑戦、跳べる回数を増やす
⇒新しい技に挑戦する時間の保障、技の種類の増加
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総括

全10時間の授業をビデオ撮影し、その様子を単元の評価規準に基づいて
観察・分析した結果、以下のような成果が確認された

〈知識・技能〉
基本的な技の習得に、授業時間数を増やすことで、技の精度を高

めることができた。また、できる技の種類を増やす場や、発展技に取
り組む時間 も、十分に保障された。さらに、集団マットにより、技を組
み合わせたり、友だちと励まし合ったりしながら繰り返しおこなうこと
ができた
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総括

〈思考・判断・表現〉
技に丁寧に取り組むことができ、自分の技の完成度や課題を明
確にすることができた。タブレットの活用や友だちや授業者からのア
ドバイスによって、課題解決に必要な場や手段を選択することができ
た。また、友だちの動きにも注目し、お互いに伝え合う場面が多く見ら
れた。授業者が意図的に設定した、話し合う場が上手く機能してい
た

〈主体的に学習に取り組む態度〉
マット運動を苦手に感じる児童も、周りの児童からの励ましや、先
生との十分な関わりがあることで、安心して取り組めていた
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総括

〈今後の課題〉

●運動時間の確保や運動の効果
→組み合わせる単元をどのように選ぶと効果的であるか

●より正確な評価のために、少人数であっても客観的な指標

●他の学級や学校での授業成果の検証
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本研究と関連した内容

オノマトペ…擬音語・擬態語を意味するフランス語
擬音語・擬態語・・・五感による感覚印象を言葉で表現する言
語活動

運動・スポーツ領域で活用されている擬音語・擬態語
⇒スポーツオノマトペ

運動・スポーツ領域でオノマトペが使用される場合，運動の
「コツ」を表現する際の言葉として使用されることが多い
動きのパワー，スピード，持続性，タイミング，リズムを表現する言
葉として使われている
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本研究と関連した内容

【マット運動でのオノマトペ】

とび前転・・・ふわっと跳ぶ

倒立・・・ピンと伸ばす

後転・・・グッと押す

最後のポーズ・・・ピタッと止まる

技と技のつなぎ・・・クルッと向きを変える
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